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マタカ椎貝低温耐性試験

須川 人志

青森県日本海沖合の久六島ではアワビ類のうち大型種であるマダカが生息しており青森県日本海

におけるアワビ漁獲の大半をマダカを主にクロ､メガイの久六島産のアワビで占めている｡マダカ

は成長の良い大型種であることから栽培漁業対象種として注目されているが､冬季間の水温低下に

よるへい死が心配されている∩そこで､今年度はマダカ椎貝の低温耐性について実験を行ったとこ

ろ若干の知見を得たので報告する｡

材料および方法

供試椎貝は昭和60年11月に人工採苗し試験時に 1年 1ケ月経過したマダカおよびマダカ (ち)と

エゾアワビ (早)の交雑種 (以降､交雑種と呼ぶ)であり､マダカおよび交雑種とも20個体づつ使

用した｡ (第 1表)

試験は水産増殖セソタ-で昭和61年12月26日から昭和62年3月 30日までの95日間実施し､マダカ

および交雑種をそれぞれ50β水槽に収容し､炉過海水を3β/分で掛け流し､餌料はアワビ配合餌

料を与えた,飼育観察は 1日1回9時に供試貝の足部の吸着状態を観察し生死の判断にした.

第 1表 供試アワビの外部形態測定値
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状況結果および考察試験期間中の水温は天然

海水温に支配されたため7.1-3.3℃の範囲で変動しており特に､6℃以下の水温は試験開

始の8日目から79日目までの72日間連続していた｡試験開始から62日目までの飼育水温と死亡個体出

現状況を第 1図に示した｡マダカは飼育水温が6℃以下になった時点で死亡個体が出現し､6

℃以下の水温が15日間連続した時点で全体の75%が死亡､40日間連続した時点で全体の85%が死亡

し､それ以降の死亡個体の出現はなかった.一方､交雑種も飼育水温が6℃以下

になった時点で死亡個体が出現しているが死亡個体の出現は長期間にわたり､

6℃以下の水温が15日間連続した時点で全体の30%が死亡､53日間連続した時点で全体の80%

が死亡し､それ以降の死亡個体の出現はなかった｡第2図に6℃との差 (
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の水温のうち鯵ヶ沢地先の水温状

況を第2表に示し

た｡平年 (昭和26年から昭和60

年までの平均値)では連続して6

℃を下廻った日数は3日間であり

､その時の 6℃との差の積算温

度は1.3℃であるが､年変動が大

きく特に､異常低水温の出現した

昭和59年には連続した6℃との差

の積算温度は30.0℃であった｡ 第2表 鯵ヶ沢地先の水温

状況調査年項目 平 年 60年 59年 5

8 年 57年6℃以下の日数 8日

23 42 6 18連続して6℃を下廻 った 日

敬 3日 6 30 2 12連続した6-℃との差の積算温度 1.3

℃ 4.0 30.0- .1.5 16.2マダカは青森県でも離島の久六島に

生息する暖海性の巻貝であり､また分布の北限に位置している(なお､青森県日本海沿岸における

マダカの生息は冬季の厳しい水温条件にあることは第2図､第2表より明らかで

あり栽培漁業の対象種としては不適格であると思慮される｡交雑種については久六島産マダカ雄

と､東通村白糠産エゾアワビ雌を交配したものであり低温耐性ではマダカより強い傾向にあったが

､青森県日本海沿岸の水温状況下では死亡率が高く現在の交雑技術では放流効果は期待できない｡

しかし､低温に強く成長の良い大型種をつくることは青森県アワビ漁業の夢であり､今後低温に強いマダカ､エゾアワビの選抜育種技術､交雑技術




